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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体供給部から送られてきた流体を内視鏡の先端部の側面及び正面に向かって噴出する
ことで前記先端部を洗浄する内視鏡洗浄具であって、
　前記流体供給部に着脱可能な接続部と、
　内周部及び外周部からなる管形状を有し、前記内周部によって囲われた内部空間内に前
記接続部を介して前記流体供給部から供給される前記流体を導入可能であって、かつ前記
外周部の少なくとも一部によって、前記先端部を収容可能な外部空間を囲うように設けら
れた少なくとも１つの管状部と、
　前記内部空間及び前記外部空間を接続するように前記管状部に設けられ、前記外部空間
に収容される前記先端部の側面に向けて開口した複数の第１貫通孔、及び前記内部空間及
び前記外部空間を接続するように前記管状部に設けられ、前記外部空間に収容される前記
先端部の正面に向けて開口した複数の第２貫通孔、からなる貫通孔と、
を具備することを特徴とする内視鏡洗浄具。
【請求項２】
　前記管状部は、前記外周部が、前記外部空間を囲うように螺旋状に形成された螺旋形状
部を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項３】
　少なくとも３つの前記管状部が、前記外部空間の周辺に沿って配設されてなることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
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【請求項４】
　前記管状部は、前記外部空間が、当該内視鏡洗浄具の外部と連通するように、隙間を有
して設けられていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項５】
　前記流体供給部は、前記内視鏡を収容可能な洗浄槽を備えた内視鏡洗浄装置であって、
　前記洗浄槽に着脱可能であって、前記洗浄槽内における前記管状部の位置決めを行う固
定部を具備することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項６】
　前記固定部は、前記洗浄槽に設けられた支柱を挟持する板部を備えることを特徴とする
請求項５に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項７】
　前記固定部は、磁力によって前記洗浄槽に吸着する磁石を備えることを特徴とする請求
項５に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項８】
　前記固定部は、気圧差によって前記洗浄槽に吸着する吸盤を備えることを特徴とする請
求項５に記載の内視鏡洗浄具。
【請求項９】
　請求項１に記載の内視鏡洗浄具を具備する内視鏡洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流体を内視鏡に向かって噴出することで前記内視鏡を洗浄する内視鏡洗浄具
及び内視鏡洗浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において使用される内視鏡は、使用後に洗浄処理が施される。内視鏡の挿入部
の先端部には、処置具挿通口や流体送出口等の開口部、及び光学窓や超音波送受部等の観
察部が設けられていることにより凹凸形状が存在する。したがって、内視鏡の洗浄処理で
は、汚れの付着しやすい凹凸形状を有する挿入部の先端部の洗浄が重点的に行われること
が好ましい。
【０００３】
　例えば実開昭５５－１１６５２３号公報には、内視鏡の挿入部を挿入可能な筒形状の部
材に、内側に向かって洗浄用の流体を注入する注入口を設けることによって、筒形状の部
材内に挿入された内視鏡の先端部を洗浄する内視鏡洗浄具が開示されている。
【０００４】
　しかしながら、実開昭５５－１１６５２３号公報に開示された内視鏡洗浄具の構成では
、２重に筒形状の部材を重ねることによって、内側に向かって洗浄用の流体を注入する構
成であることから、部材数が多く構成が複雑である。
【０００５】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、簡易な構成を有し、容易かつ安
価に製造可能な内視鏡洗浄具及び内視鏡洗浄装置を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る内視鏡洗浄具は、流体供給部から送られてきた流体を内視鏡の先端部の側
面及び正面に向かって噴出することで前記先端部を洗浄する内視鏡洗浄具であって、前記
流体供給部に着脱可能な接続部と、内周部及び外周部からなる管形状を有し、前記内周部
によって囲われた内部空間内に前記接続部を介して前記流体供給部から供給される前記流
体を導入可能であって、かつ前記外周部の少なくとも一部によって、前記先端部を収容可
能な外部空間を囲うように設けられた少なくとも１つの管状部と、前記内部空間及び前記
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外部空間を接続するように前記管状部に設けられ、前記外部空間に収容される前記先端部
の側面に向けて開口した複数の第１貫通孔、及び前記内部空間及び前記外部空間を接続す
るように前記管状部に設けられ、前記外部空間に収容される前記先端部の正面に向けて開
口した複数の第２貫通孔、からなる貫通孔と、を具備することを特徴とする。
【０００７】
　また本発明に係る内視鏡洗浄装置は、前記内視鏡洗浄具を具備する。
【０００８】
　本発明によれば、簡易な構成を有し、容易かつ安価に製造可能な内視鏡洗浄具及び内視
鏡洗浄装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態の内視鏡洗浄具の構成を説明する図である。
【図２】管状部の側面図である。
【図３】管状部の断面図である。
【図４】第１の実施形態の内視鏡洗浄具を用いた洗浄処理の様子を説明する図である。
【図５】固定部の変形例を示す図である。
【図６】第２の実施形態の内視鏡洗浄具の管状部の斜視図である。
【図７】第２の実施形態の内視鏡洗浄具の管状部の断面図である。
【図８】内視鏡洗浄装置の外観図である。
【図９】洗浄処理に先立って、洗浄槽内に内視鏡及び内視鏡洗浄具を配置した状態を示す
図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。なお、以下の説明に
用いる各図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大きさとするため、各構
成要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図に記載された構成要
素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、及び各構成要素の相対的な位置関
係のみに限定されるものではない。
【００１１】
（第１の実施形態）　
　以下に、図１から図４を参照して、本発明の第１の実施形態を説明する。図１に示す本
実施形態の内視鏡洗浄具１０は、内視鏡の挿入部２の先端部３の周囲から先端部３に向け
て流体を噴出することによって、先端部３を洗浄するためのものである。
【００１２】
　なお、内視鏡の形態は特に限定されるものではなく、可撓性を有する挿入部２を備えた
形態であってもよいし、硬質な挿入部２を備えた、いわゆる硬性鏡と呼ばれる形態であっ
てもよい。また、内視鏡は、挿入部に光学的な観察を行うための観察窓や照明等の光学観
察部を備えた形態であってもよいし、挿入部に超音波の送受信を行い超音波観察を行うた
めの超音波送受部を備えた形態であってもよい。また、先端に鉗子起上台などの複雑な機
構を備えた形態であってもよい。内視鏡は周知のものであるため、その詳細な説明は省略
するものとする。
【００１３】
　洗浄のために内視鏡の挿入部２の先端部３に向かって噴出される流体は、気体及び液体
の少なくとも一方を含む。流体は、気体及び液体を混合した気液混合流体としての形態で
あってもよいし、粉末状の固体が気体及び液体の少なくとも一方に混合された形態であっ
てもよい。
【００１４】
　流体の形態及び種類は、先端部３の洗浄処理に用いられるものであれば特に限定される
ものではない。本実施形態では一例として、流体は、水、洗浄用の薬液、及びアルコール
等の液体である。
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【００１５】
　また本実施形態では、流体は、流体供給部１０１から供給される。流体供給部１０１は
、流体供給口１０２から所定の圧力で流体を吐出する形態のものであれば特に限定される
ものではなく、例えば施設に備え付けられた水道のような設備であってもよいし、重力や
ポンプの作用によって流体を吐出する装置であってもよい。
【００１６】
　本実施形態では一例として、流体供給部１０１は、図示しない内視鏡洗浄装置に配設さ
れ、電動ポンプによって流体を供給する。内視鏡洗浄装置は、内視鏡を収容可能な洗浄槽
を有し、洗浄槽内において少なくとも流体を用いて内視鏡の洗浄処理を行う装置である。
【００１７】
　内視鏡洗浄具１０は、接続部１１及び管状部２０を具備して構成されている。接続部１
１は、流体供給部１０１の流体供給口１０２に接続可能であって、流体供給口１０２から
吐出される流体を、後述する管状部２０に導入させる構成を有する。
【００１８】
　なお、接続部１１の構成は特に限定されるものではないが、接続部１１は、流体供給口
１０２に着脱可能であることが好ましい。接続部１１が流体供給部１０１の流体供給口１
０２に対して着脱可能であれば、内視鏡洗浄具１０自体の洗浄処理、及び流体供給部１０
１の洗浄処理を容易に行うことができる。
【００１９】
　本実施形態では一例として、接続部１１は、コネクタ１２及び管状の接続管部１３を具
備して構成されている。コネクタ１２は、流体供給部１０１の流体供給口１０２に着脱可
能であって、流体供給口１０２に装着された場合に、接続管部１３の基端１３ａと流体供
給口１０２とを連接する構成を有する。
【００２０】
　接続管部１３は、基端１３ａが前記コネクタ１２に接続され、先端１３ｂが後述する管
状部２０に接続される、可撓性を有する管状の部材である。なお、接続管部１３は、可撓
性を持たず、単にコネクタ１２と管状部２０とを接続する筒状の構成であってもよい。
【００２１】
　管状部２０は、接続部１１を介して流体供給部１０１から供給された流体を、内視鏡の
挿入部２の先端部３の周囲から先端部３に向けて流体を噴出する構成を有する。管状部２
０は、基端２８が接続管部１３の先端１３ｂに接続され、先端２９が閉じられた管形状を
有する。ただし、管状部２０の使用後に、管状部２０内に残留する流体を減らしやすくす
るために、先端２９に孔が設けられていてもよい。図３の断面図に示すように、管形状の
管状部２０は、管状部２０を構成する管壁２１の内周部２２及び外周部２３を有してなる
。
【００２２】
　管状部２０の内周部２２によって囲われた内部空間２４は、接続管部１３に連通してい
る。すなわち、接続部１１が流体供給部１０１の流体供給口１０２に装着されることによ
って、管状部２０の内部空間２４は、接続部１１を介して流体供給口１０２と連通する。
【００２３】
　また、管状部２０は、内視鏡の挿入部２の先端部３を収容可能な外部空間２５の周囲を
、外周部２３の少なくとも一部によって囲むように設けられている。先端部３を収容可能
な外部空間２５とは、図中において波線で示すように、先端部３を挿入可能な所定の断面
積及び所定の長さを有する略筒状の空間である。
【００２４】
　そして、管状部２０には、内部空間２４及び外部空間２５を接続するように管壁２１を
貫通する複数の貫通孔２６が設けられている。言い換えれば、管状部２０の外周部２３の
うちの、外部空間２５を囲う領域（外部空間２５に面する領域）に、内周部２２にまで達
する貫通孔２６が設けられている。
【００２５】
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　すなわち、管状部２０は、接続部１１を介して流体供給部１０１から供給された流体を
導入可能な内部空間２４を、管壁２１により被覆した管形状を有する。そして、管状部２
０は、挿入部２の先端部３の周囲を囲むことができるように構成されている。そして、管
状部２０には、先端部３に面する領域に、管壁２１を貫通する複数の貫通孔２６を有する
。
【００２６】
　このような管状部２０の形態は特に限定されるものではないが、本実施形態では一例と
して、管状部２０は、丸断面の管状の部材が、外部空間２５を囲うように螺旋状に形成さ
れてなる。言い換えれば、本実施形態では、螺旋状の管状部２０によって囲われた空間が
、内視鏡の挿入部２の先端部３を収容可能な外部空間２５として定められる。
【００２７】
　螺旋状とは、筒状の外部空間２５の周囲を回りながら、基端２８から先端２９に向かう
につれて外部空間２５の軸方向に沿って一方に進むように巻かれた形状のことであり、例
えば、つるまき状又はコイル状とも称される。
【００２８】
　また、本実施形態の管状部２０は、図３に示すように、螺旋の巻きピッチＰが、管状部
を構成する管状の部材の直径Ｄよりも大きくなるように、形成されている。したがって、
螺旋状の管状部２０には、管状部２０が囲う外部空間２５と、内視鏡洗浄具１０の外部と
が連通する隙間２７が設けられている。
【００２９】
　なお、本実施形態では、管状部２０は、丸断面の管状の部材からなる構成としたが、管
状部２０は、楕円状、矩形状又は多角形状等の断面形状を有する管状の部材からなる構成
であってもよい。また、管状部２０を構成する材料は、金属、セラミック、又は合成樹脂
等、内視鏡の洗浄に用いられる流体に対する耐性を有するものであれば特に限定されるも
のではない。
【００３０】
　また図示する本実施形態では、管状部２０は、外部空間２５の軸方向から見た場合に略
円形となるように形成されているが、管状部２０の外部空間２５の軸方向から見た場合の
形状は、略円形に限らず、略長円形状や略楕円形状であってもよいし、略多角形状であっ
てもよい。また、本実施形態では、管状部２０は１つであるが、管状部２０は複数であっ
てもよい。例えば、管状部２０は、２つであって、いわゆる２重螺旋状に配設されてもよ
い。
【００３１】
　そして、本実施形態では、管状部２０の外周部２３のうちの外部空間２５を囲う領域、
すなわち螺旋状の内側に面する領域に、管壁２１を貫通する複数の貫通孔２６が形成され
ている。
【００３２】
　貫通孔２６は、外周部２３のうちの外部空間２５を囲う領域に、所定の密度で分布する
ように設けられている。なお、貫通孔２６は、ランダムに配置される形態であってもよい
し、所定の間隔で規則的に配置される形態であってもよい。また、貫通孔２６が管壁２１
を貫通する向きも、管壁２１の法線に沿う形態に限らず、管壁２１の法線に対して所定の
角度を有する形態であってもよい。
【００３３】
　本実施形態では一例として、貫通孔２６は、管壁２１の法線に沿うように管壁を貫通し
、所定の密度でランダムに配置されている。
【００３４】
　また、本実施形態の内視鏡洗浄具１０には、固定部３０が設けられている。固定部３０
は、例えば内視鏡洗浄装置の洗浄槽内において、内視鏡洗浄具１０の少なくとも管状部２
０の位置決めを行うための部材である。
【００３５】
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　本実施形態では一例として、固定部３０は、管状部２０の基端２８の外周部上に設けら
れており、洗浄槽内に設けられた支柱１０４に係合して管状部２０の位置決めを行う構成
を有する。
【００３６】
　具体的に本実施形態の固定部３０は、管状部２０の基端２８の外周部から、周囲に延在
するように設けられた２つの円板部３１及び３２を具備して構成されている。２つの円板
部３１及び３２は、所定の距離だけ離間した状態で、略平行に配置されている。
【００３７】
　この構成を有する固定部３０は、２つの円板部３１及び３２の間に、例えば洗浄槽内に
設けられた支柱１０４を挟持することによって支柱１０４と係合し、管状部２０を洗浄槽
内において位置決めする。
【００３８】
　以上に説明した構成を有する、本実施形態の内視鏡洗浄具１０を用いて内視鏡の挿入部
２の先端部３を洗浄する場合には、接続部１１のコネクタ１２を流体供給部１０１の流体
供給口１０２に装着する。そして、図４に示すように、螺旋状の管状部２０によって囲わ
れた外部空間２５内に先端部３を挿入し、流体供給部１０１からの流体の供給を開始する
。
【００３９】
　すると、図４において矢印で示すように、管状部２０の内部空間２４と管状部２０によ
って囲われた外部空間２５とを接続するように設けられた複数の貫通孔２６から、流体が
噴出される。流体は、先端部３を収容する外部空間２５の内側に向かって噴出される。
【００４０】
　ここで、複数の貫通孔２６は、丸断面の管状の部材が螺旋状に形成されてなる管状部２
０の、外部空間２５に面する領域にランダムに配置されていることから、流体は、外部空
間２５の外側からの内側に向かって、様々な位置から様々な角度で噴出される。
【００４１】
　したがって、本実施形態の内視鏡洗浄具１０によれば、流体を先端部３に対して様々な
角度から噴出することによって、先端部３に付着した汚れを落とすことが可能となる。
【００４２】
　そして、本実施形態の内視鏡洗浄具１０は、複数の貫通孔２６を設けた管状の部材を螺
旋状に曲げ成型するという簡易な構成を有することから、容易かつ安価に製造することが
可能である。
【００４３】
　また、本実施形態の内視鏡洗浄具１０では、管状部２０が隙間２７を有して巻かれた螺
旋状であることから、外部空間２５は隙間２７を介して内視鏡洗浄具１０の外側と連通し
ている。このため、本実施形態では、先端部３が外部空間２５内に収容されていることを
目視によって容易に確認することが可能であり、また先端部３の汚れの落ち具合も目視に
よって容易に確認することが可能である。また、先端部３から落とされた汚れが外部空間
２５内に滞留することも防止することができる。したがって、本実施形態の内視鏡洗浄具
１０によれば、従来よりもより容易に先端部３の洗浄処理を行うことができる。
【００４４】
　なお、上述した本実施形態では、固定部３０は、支柱１０４に係合することによって、
支柱１０４が設けられた内視鏡洗浄装置の洗浄槽に対して管状部２０を位置決めする構成
としたが、固定部３０はこの形態に限られるものではない。
【００４５】
　例えば、図５に示すように、固定部３０は、洗浄槽の壁面に吸着する吸着部３３を具備
して構成される形態であってもよい。吸着部３３は、気圧差によって平滑な壁面に吸着す
るいわゆる吸盤のような形態であってもよいし、磁力によって壁面に吸着する磁石のよう
な形態であってもよい。
【００４６】
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（第２の実施形態）　
　以下に、本発明の第２の実施形態を図６及び図７を参照して説明する。本実施形態の内
視鏡洗浄具１０ｂは、管状部２０ｂの構成が第１の実施形態と異なる。以下では第１の実
施形態との相違点のみを説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素については
同一の符号を付し、その説明を適宜に省略するものとする。
【００４７】
　本実施形態の内視鏡洗浄具１０ｂは、少なくとも３つの管状部２０ｂを具備し、管状部
２０ｂが、外部空間２５の周辺に沿って所定の間隔で配設される構成を有する。なお、管
状部２０ｂは、外部空間２５の軸方向から見た場合に、外部空間２５の周囲に等配される
ことが好ましい。
【００４８】
　本実施形態では一例として、それぞれが略直線状の管状の部材からなる４つの管状部２
０ｂが、外部空間２５の周辺に沿って配設されている。そして、４つの管状部２５は、外
部空間２５の軸方向から見た場合に、外部空間２５の周囲におよそ９０度間隔で等配され
ている。本実施形態では、複数の管状部２０ｂが外部空間２５の周囲に沿って所定の間隔
で配設されているため、複数の管状部２０ｂによって囲われる外部空間２５と、内視鏡洗
浄具１０ｂの外部とが連通する隙間２７が形成される。
【００４９】
　４つの管状部２５の内部空間２４は、それぞれの基端２８ｂにおいて、接続部１１の接
続管部１３の先端１３ｂに接続されている。また、４つの管状部２０ｂの外部空間２５に
面する領域には、複数の貫通孔２６がランダムに配置されている。複数の貫通孔２６は、
管壁２１の法線に対して様々な角度を有するように設けられている。
【００５０】
　以上のような構成を有する本実施形態の内視鏡洗浄具１０ｂでは、第１の実施形態と同
様に、流体供給部１０１から供給された流体は、外部空間２５の外側からの内側に向かっ
て、様々な位置から様々な角度で噴出される。
【００５１】
　したがって、本実施形態の内視鏡洗浄具１０ｂによれば、流体を先端部３に対して様々
な角度から噴出することによって、先端部３に付着した汚れを落とすことが可能となる。
【００５２】
　そして、本実施形態の内視鏡洗浄具１０ｂは、貫通孔２６が設けられた略直線状の管状
の部材である管状部２０ｂを複数配設するという簡易な構成を有することから、容易かつ
安価に製造することが可能である。
【００５３】
　また、本実施形態の内視鏡洗浄具１０ｂでは、複数の管状部２０ｂが互いの間に隙間２
７を有して配設されていることから、外部空間２５は隙間２７を介して内視鏡洗浄具１０
ｂの外側と連通している。このため、本実施形態では、先端部３が外部空間２５内に収容
されていることを目視によって容易に確認することが可能であり、また先端部３の汚れの
落ち具合も目視によって容易に確認することが可能である。また、先端部３から落とされ
た汚れが外部空間２５内に滞留することも防止することができる。したがって、本実施形
態の内視鏡洗浄具１０ｂによれば、従来よりもより容易に先端部３の洗浄処理を行うこと
ができる。
【００５４】
（第３の実施形態）　
　以下に、本発明の第３の実施形態を図８及び図９を参照して説明する。以下では第１の
実施形態との相違点のみを説明するものとし、第１の実施形態と同様の構成要素について
は同一の符号を付し、その説明を適宜に省略するものとする。
【００５５】
　本実施形態の内視鏡洗浄装置１００は、前記内視鏡洗浄具１０、内視鏡１を収容可能な
洗浄槽１１０、及び液体を供給する液体供給部１０１を具備して構成されている。内視鏡
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洗浄装置１００は、洗浄槽１１０の内部に収容される内視鏡１に対して、流体を用いた洗
浄処理を自動的に行う装置である。
【００５６】
　洗浄槽１１０は、蓋部１１１によって開口部を密閉可能な桶状の部材である。また、流
体供給部１０１は、電動ポンプ及び流体を貯留する貯留槽を具備してなり、流体を少なく
とも流体供給口１０２を介して洗浄槽１１０内に供給する装置である。流体供給口１０２
は、洗浄槽１１０内に配設されており、内視鏡洗浄具１０の接続部１１が接続可能に構成
されている。
【００５７】
　また、洗浄槽１１０内には、支持網１０３が配設されている。支持網１０３は、図９に
示すように、洗浄槽１１０内において内視鏡１を所定の姿勢で保持するための部材である
。また、支持網１０３は、少なくとも一部が内視鏡洗浄具１０の固定部３０と係合する形
状を有し、内視鏡洗浄具１０の管状部２０を位置決めするための支柱１０４としての機能
を有する。
【００５８】
　なお、内視鏡洗浄装置１００のその他の構成は周知の内視鏡洗浄装置と同様であるため
、その他の構成の詳細な説明は省略するものとする。
【００５９】
　以上のような構成を有する内視鏡洗浄装置１００を用いて、内視鏡１を洗浄する場合に
は、まず洗浄槽１１０内に内視鏡１を収容する。そして、内視鏡洗浄具１０の接続部１１
を流体供給口１０２に装着する。そして、図９に示すように、管状部２０によって囲われ
た外部空間２５内に、内視鏡１の挿入部２の先端部３を挿入し、内視鏡洗浄装置１００に
よる自動の洗浄処理を開始する。洗浄処理において、内視鏡１の挿入部２の先端部３の汚
れを落とすことができることは、第１の実施形態で述べた通りである。
【００６０】
　なお、内視鏡洗浄具１０を用いた先端部３の洗浄処理は、洗浄槽１１０内に流体が満た
された後に先端部３が該流体中にある状態で行われてもよいし、洗浄槽１１０内に流体が
満たされていない状態で行われてもよい。
【００６１】
　そして、本実施形態では、接続部１１が、可撓性を有する接続管部１３を具備して構成
されていることから、洗浄槽１１０内において管状部２０を固定する位置を自由に変更す
ることができる。このため、洗浄槽１１０内における先端部３の位置が変化した場合であ
っても、先端部３を管状部２０によって囲われた外部空間２５内に挿入することができる
。洗浄槽１１０内における先端部３の位置の変化は、例えば挿入部２の長さが異なる内視
鏡１を洗浄する場合や、内視鏡１を洗浄槽１１０内に収容する際の姿勢が異なる場合に起
こり得る。
【００６２】
　本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から
読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更
を伴う内視鏡洗浄具及び内視鏡洗浄装置もまた本発明の技術的範囲に含まれるものである
。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　上述のように、本発明は、流体を用いて内視鏡を洗浄処理する内視鏡洗浄具及び内視鏡
洗浄装置に対して好適である。
【００６４】

　本出願は、２００９年９月１４日に日本国に出願された特願２００９－２１２２４６号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲、図面に引用されたものとする。
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